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特集
＊編集の都合上，変更になることがあります
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編集後記

● 1つのものに関心を抱くことは簡単ですが，それを抱き続けるということは，なかなか難し
いことだと思います。継続するには多少なりとも努力が必要になってくるので，モチベーショ
ンの維持が結構大変です。関心の向くままにあれこれ手を出していると結局ハンパなことにな
りかねず，自分が何をしたいのかわからなくなったりします。軸が定まらないうちに冷めてし
まうとか，好きだったはずのものが嫌いになる，ということも。ただ，たとえ一から出直すこ
とになっても，再び関心を向けるということがあり，それがやはり，その関心が本物かどうか
の目印になるのかなと感じます。…というのは個人的な経験則ですが，1つの事例を「研究」に
仕立て，日常の「実践」を「実践知」にまで高めていくプロセスも，数々の困難を伴うものと思い
ます。本特集は，それを 1つひとつ丁寧にほぐして「研究」へと導くばかりでなく，そもそもな
ぜ看護という道を選んだのかという，看護実践者としての原点に立ち返らせてくれるように，
一読者として感じました。きっと，事例研究法のもつ大きな力ですね。	 （小長谷）
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認知症の当事者研究のために
老年看護学の新たな視座を拓く
なぜ，認知症の当事者研究なのか─認知症ケアの歩みと未来　中島紀惠子
認知症の当事者研究とは何か─その歴史と展望　永田久美子
医師の立場からみた認知症の当事者研究　木之下徹
認知症の本人が生きることの記録　川村雄次
認知症の本人と共に生きる支援の実践　櫻井記子
個別ケアと地域包括ケアのダイナミックな連動の実践　稲垣康次
〈座談会〉認知症の当事者研究からみえてくるもの
　木之下徹，川村雄次，櫻井記子，稲垣康次，永田久美子，中島紀惠子
〈講演〉認知症と生きる
　クリスティーン・ブライデン／訳：馬籠久美子 解説：永田久美子

●連載
質的研究の前提と正当性・3　家高洋
Words,words,words. 研究と言語─質的研究のために・9　江藤裕之
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